
 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大
学院は研究科または専攻ごとに，人
材の養成に関する目的その他の教育
研究上の目的を学則またはこれに準
ずる規則等に定めていること。
◎高等教育機関として大学が追及す
べき目的を踏まえて，当該大学，学
部・研究科の理念・目的を設定して
いること。
【約５００字】

政治経済学研究科は，大学院学則別表４に「人材養成その他の教育研究
上の目的」を明記し，本学の建学の精神や「『個』強くする大学」という本学
の理念の実現を目指している。本研究科の目的および使命は，「複雑化し
た現代社会が抱えている諸問題の解決に取り組む人材を育成することを目
的とし，学術，研究の高度化に対応できる優れた若手研究者①と，今日の
複雑化，高度化した社会が求める専門的知識と技術を持った高度専門職
業人②の育成」である。
そのため，本研究科（政治学専攻・経済学専攻）博士前期課程には「研究
者コース」と「高度職業人コース」という２つのコースが設置されている。前者
は①の，後者は②の目的・使命に応じた人材養成を行っている。

（２）研究科の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，教職員・学生，受験生を含
む社会一般に対して，当該大学・学
部・研究科の理念・目的を周知・公
表していること。
【約１５０字】

学外向けにはＷＥＢサイト，学生には大学院シラバス，志願者には大学院
ガイドブック及び大学院学生募集要項に掲載し，本研究科の理念・目的を
周知している。また，委員会にて承認しており，本研究科教員に周知してい
る。

（３）研究科の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに
当たり，責任主体・組織，権限，手
続きを明確にしているか。また，そ
の検証プロセスを適切に機能させて
いるか。
【約３００字】

　理念・目的の適切性の検証については，毎年度，「教育・研究に関する年
度計画書」の作成時に，研究科執行部がその作業を行い，研究科委員会
でこれを承認している。年度計画書は，大学基準協会の定める大学基準に
基づき章立てされているため，第1章で「理念・目的」を定めており，毎年
度，それについて検証することとなっている。

理念・目的の適切性の検
証は，年度計画書作成
時になされているが，各
方針等との連関が意識さ
れていない。

年度末における１年間の
活動の検証の際や年度
計画書作成時に，これら
の連関についても検証
するようにする。

体系的な検証方法を検
討する。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対す
る姿勢等，大学として求められる教
員像を明らかにしたうえで，当該大
学，学部・研究科の理念・目的を実
現するために，学部・研究科ごとに
教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約４００字】

① 求める教員像は，「政治経済学研究科 2016年度教育・研究に関
する年度計画書」(206頁)「２教員・教員組織」において掲載してい
る。
② 教員組織の編制方針は，「政治経済学研究科 2016年度教育・研
究に関する年度計画書」(206頁)「２教員・教員組織」において掲載
している。
③「求める教員像」及び「教員組織の編制方針」を明記した「教
育・研究に関する長中期計画書」を研究科委員会で承認することに
より，本研究科教職員で共有している。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能
力や資質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令
に定める教員の資格要件等を踏まえ
て，教員に求める能力・資質等を明
らかにしていること。
【約１５０字】

① 専任教員の任用・昇格に関しては，「教員任用基準適用に関する
申し合わせ」，「政治経済学研究科委員会において審議する教員任
用人事の取扱内規」，「政治経済学研究科人事審査委員会内規」に
より，大学院の授業を担当する条件を定め，明文化している。
② 任用時の求める能力は「教員任用基準適用に関する申し合わせ」
の「第１条及び２条」に規定している。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において
必要な役割分担，責任の所在を明確
にしていること。
【約３００字】

① 教育研究に関して最終的に責任を持つ研究科委員会と政治学専攻
会議，経済学専攻会議が定期的に開かれ，研究科長，両専攻主任，
大学院委員から成る執行部と，各種委員会が機能しており，各種委
員会には執行部が必ずオブザーバーとして加わり，教育研究に係わ
る責任は明確化されている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述
C列の点検・評価項目について，

必ず記述してください
効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述
C列の点検・評価項目について，

必ず記述してください
効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価

（２）研究科の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

◎当該大学・学部・研究科の専任教
員数が，法令（大学設置基準等）に
よって定められた必要数を満たして
いること。特定の範囲の年齢に著し
く偏らないように配慮していること
（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※現在数とは，2016年５月１日現在
の数値です。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

以下のとおり基準を充足している。各専攻・コースにバランスよく
配置され，研究指導にあたっている。
＜博士前期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数
　政治学専攻６名・経済学専攻9名
専任教員数　政治学専攻25名（うち研究指導教員は24名）
　　　　　　経済学専攻30名（うち研究指導教員は28名）

＜博士後期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数
　政治学専攻６名・経済学専攻９名
専任教員数　政治学専攻20名（うち研究指導教員は20名）
　　　　　　経済学専攻26名（うち研究指導教員は26名）

法令上の必要教員数に
ついては十分である
が，定年などで退職し
た教員の補充が，大学
院担当の資格の関係で
時間がかかるという問
題がある。

大学院担当の資格を得
る専任教員を年度ごと
にリスト化し，教員人
事に漏れがないように
する。

兼任講師の補充につい
て中期的な計画を立て
る。

 以下のとおり基準を充足している。
＜博士前期課程＞
研究指導教員における必要教授数
　政治学専攻・経済学専攻 各８名
専任教授数
  政治学専攻22名/経済学専攻 25名

＜博士後期課程＞
研究指導教員における必要教授数
　政治学専攻・経済学専攻 各８名
専任教授数
  政治学専攻25名/経済学専攻 25名

　必修科目の100％を専任教員が担当しており，自由科目において非
常勤講師による多様な講義が行われている。
　教員組織の編制実態については，指導教員は全員専任教員（特任
教員含む。）である。兼任講師は４名おり，専兼比率は92.7％であ
る。

また，特任教授２名が，特徴ある科目である危機管理科目を中心に
担当している。なお，英語による授業科目も設置されており，方針
と教員組織の編制実態は整合性がとれている。

教員組織を検証する仕組みの整備

a ●教員組織の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【６００～８００字】

　教員組織の検証プロセスについては，研究科の執行部会議では，
毎年度「教育研究年度計画書」において教員・教育組織に関する長
中期計画を策定している。「年度計画書」の策定にあたっては，自
己点検・評価結果などを参考としながら教員・教員組織を検証し，
その編制方針の見直しを行い，研究科委員会で承認を得ている。
　また，「年度授業時間計画書」にて開講時間数についても確認し
た。

a

ｂ◎『教員組織の編制方針』と教員組
織の編制実態は整合性がとれている
か。
【６００～８００字】



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点

F列の現状から記述
C列の点検・評価項目について，

必ず記述してください
効果が上がっている点
F列の現状から記述

評価

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，
基準，手続を明文化し，その適切
性・透明性を担保するよう，取り組
んでいるか。
【４００字】

本研究科においては「教員任用基準」適用に関する申し合わせ，
「政治経済学研究科委員会において審議する教員任用人事の取扱内
規」，「政治経済学研究科人事審査委員会内規」が定められてい
る。
本研究科担当教員の資格は，大学院政治経済学研究科「教員任用基
準」適用に関する申し合わせに基づき，原則として准教授以上と
し，そのための審査手続きは研究科委員会を経て，大学院委員会に
おいて承認され，適切性・透明性が担保されている。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適切
に評価し，教育・研究活動の活性化
に努めているか。
【４００字】

② 研究活動の業績評価について，教員の研究・教育活動は大学全体
でデータベース化されており，インターネットを通じて閲覧するこ
とができる。専任教員の採用と昇格，兼任教員の採用の際に，当該
教員の履歴と業績の開示を行い，公開している。各教員はその業績
を閲覧の上，審査の可否の判断を行っている。

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

ｂ●教育研究，その他の諸活動（※）
に関する教員の資質向上を図るため
の研修等を恒常的かつ適切に行って
いるか。
※社会貢献，管理業務などを含む
『教員』の資質向上のための活動を
指します。
※『授業』の改善を意図した取組み
については，「基準４」（３）教育
方法で評価する。
【６００～８００字】

○大学院教育懇談会（大学院全体のＦＤ研修），2016年４月16日，
  ２名出席，テーマ：「教育・研究上の著作権問題」「大学院生
  の指導（学生相談室の視点から）」等
○政治経済学研究科独自のＦＤ講演会
　テーマ：国際学生交流のための英語によるプログラムの開発，
          2016年１月19日，24名参加
○研修合宿
　「資料収集とフィールドワーク（リサーチ）の活用」
　2015年11月28日(土)及び29日(日)開催，山中セミナーハウス，
  11名参加（学生７名，教員３名，外部講師１名）

　研究科独自のＦＤ講
演会を開催し，国際化
に対する意識改善と政
治経済学研究科が抱え
る課題への対応などに
ついて，積極的な質疑
応答が行われ，最新情
勢についての情報の共
有ができた。

　大学院全体のＦＤ研
修を有効に活用すると
ともに，研究科独自の
ＦＤ委員会における講
演内容の充実や参加者
の増員を目指す。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究
科ごとに，課程修了にあたって修得
しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要
件）等を明確にした学位授与方針を
設定していること。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

① 教育目標として大学院学則別表４に「人材養成その他教育研究上
の目的」を定めている。
②「課程修了にあたって修得しておくべき学習成果」と「その達成
のための諸要件」を明確にした「学位授与方針」を，博士前期・後
期課程別々に目指すべき人材像，具体的到達目標として研究科委員
会において定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を
可能とするために，教育内容，教育
方法などに関する基本的な考え方を
まとめた教育課程の編成・実施方針
を，学部・研究科ごとに設定してい
ること。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る

　学位授与方針に示した修得すべき学習成果を達成するために，教
育内容や教育方法の基本的考え方を明らかにした政治経済学研究科
の「教育課程の編成・実施方針」を，博士前期・後期課程別々に研
究科委員会において定めている。

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，教職員・学生ならびに受験
生を含む社会一般に対して，学位授
与方針，教育課程の編成・実施方針
を周知・公表していること。
【約１５０字】

① 教職員については，大学院便覧（45頁）で公開している。
② 学生についても，在学生に配付する大学院便覧（45頁），履修の
手引き（６頁）において明示し，毎年公表されている。
③ 社会一般への公表は，研究科ホームページにおいて教育目標・学
位授与方針・教育課程の編成・実施方針を掲載している。また，学
内進学者向けに，本研究科独自の進学説明会を2015年６月30日と
2015年11月17日に実施し，研究科の概要，政治学・経済学各専攻の
特色，学生に対する各種の助成制度及び入試の概要について説明を
行った。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教
育課程の編成・実施方針の適切性を
検証するにあたり，責任主体・組
織，権限，手続を明確にしている
か。また，その検証プロセスを適切
に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

毎年，「自己点検・評価委員会」において自己点検・評価を実施
し，「政治経済学研究科執行部」によって評価結果が確認されてい
る。学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針についてもこのプ
ロセスで検証を行っている。さらに，検討した結果について「政治
経済学研究科委員会」においても検証を行い，適宜制度上の問題点
と改善に向けた方策を検討している。

カリキュラム改革の進
行に合わせ，教育目
標，学位授与方針及び
教育課程の編成・実施
方針の適切性を検証す
る必要がある。

カリキュラム改革の進
行に合わせ，教育目
標，学位授与方針及び
教育課程の編成・実施
方針の適切性を検証す
る。

類似の研究科執行部と
情報を共有し，カリ
キュラム改革の方向
性，学生の質の担保，
学位取得後の学生の進
路などについて学外か
らの知見を得る機会を
増やす。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を
開設していること。
【３００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
 ① 政治学専攻・経済学専攻の２専攻からなる本研究科の研究領域
は、政治学・社会学・経済学とその他隣接諸科学を横断的に包含し
ており、その中で、政治学専攻は「理論系」「歴史・思想史系」
「行政学系」「社会学系」，経済学専攻は「理論系」「歴史・思想
史系」「経済政策系」「国際経済系」「地域・環境系」に分類さ
れ、それぞれ英語による科目も含む多様な科目を設置している。
「総合社会科学の追及」を目的とする本研究科では、学生は、それ
ぞれの研究関心に応じて他専攻科目も履修可能である（上限あ
り）。
② 本研究科は研究者コースと高度職業人コースを設置し、有能な研
究者の養成のみならず、高度な能力を有する高度職業人の育成をも
目的としている。
③ 総開設授業科目は361科目（2015年度）であり，演習科目，講義
科目に分類されている。

＜博士後期課程＞
指導教員による指導の下、それぞれの研究領域において基盤的能力
を固めつつその応用・展開をも可能とする高度な研究能力を涵養す
るとともに、『研究論集』や大学院学生の貴重な研究発表の場であ
る「政経学会」や助手制度などの活用の下、研究成果の内外への発
信力やリーダーシップを実践の場で強化することが可能となってい
る。

b ◎コースワークとリサーチワークを
適切に組み合わせ，教育を行ってい
ること。【修士・博士】
【２００～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

 ＜博士前期課程＞
修了に必要な単位は，研究者コースは32単位（うち演習８単位），
高度職業人コースは40単位（うち演習８単位）である。１・２年次
を通じて演習科目として指導教員の下のリサーチワーク中心のプロ
セス(演習)が設定され，それに加え、コースワーク（講義）の中で
より幅広く関連分野における知識・能力を高めるとともに，指導教
員以外の教員との接触を通じ、視野・関心を広げる機会がある。２
年次においては，主として指導教員の指導（演習）の下に論文作成
を行っている。なおコースにより講義科目の履修要件が異なり，そ
れぞれの教育理念に合わせ，研究者コースでは、よりリサーチワー
クの比重が大きいなど、コースワークとリサーチワークのバランス
を考えている。

＜博士後期課程＞
指導教員が担当する「特殊研究Ⅰ・Ⅱ」が必修科目として設置され
ており、そこで、通常はコースワークでカバーされる理論・知識等
が扱われ、後期課程学生研究生活の中心となるリサーチワークを強
力にバックアップするものとなる。同科目履修後は、上述の研究論
集や政経学会などを活用しつつ、各々学位論文の作成に向け，リ
サーチワークを計画的に行っている。

＜博士後期課程＞
指導教員による論文執
筆指導が中心となって
おり、コースワーク拡
充については、いまだ
検討段階で具体化して
いない。

＜博士後期課程＞
コースワークも含めた
後期課程指導の在り方
について議論を深め、
カリキュラム検討委員
会にて検討を行う。

＜博士後期課程＞
リサーチワークとコー
スワークの位置づけ、
バランスにつき、他研
究科や大学院全体、さ
らには他大学大学院の
動向・事例も検討しつ
つ、必要に応じてカリ
キュラム改革に反映さ
せる。

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

「改善を要する点」に対する発展計画

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づい
た教育課程や教育内容の適切性を明
確に示しているか。（学生の順次
的・体系的な履修への配慮）
【約４００字】

順次的・体系的な履修への配慮については，教育課程の編成実施方
針に基づき，政治学及び経済学専攻の履修体系図や科目区分、履修
モデルなどをＷＥＢサイト等に公開している。学年に応じた取得単
位や講義・演習の設定がなされており，ガイダンスや指導教員の指
導により学年に応じたコースワークとリサーチワークのバランスが
考慮されている。

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【約４００字】

①・② 教育課程の適切性の検証については，カリキュラム検討委員
会が設置されており、その中心となる。本研究科においては、過去
数年にわたり同委員会において検討を重ね、2014年度に成案が研究
科委員会の承認を得て決定された新コース体制が、2015年度初めて
導入された。当面はその導入実績・状況を注視しつつ、カリキュラ
ム検討委員会を中心としてその制度のさらなる充実・改善に努めて
ゆくこととなる。

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●学部の特色，長所となるプログラ
ムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜課程共通＞
本研究科では、2009年度文部科学省の「組織的な大学院教育改革推
進プログラム」に「危機管理行政の研究・実務を担う人材育成プロ
グラム」が採択され，2009年度より３年間，同省の財政的支援を受
けて実施した。
　プログラム終了後も，２名の特任教授などによる関連講義・演習
科目を配置して自治体からの派遣学生を受け入れるとともに関連分
野における調査の実施やその成果の公表を行っている。

研究科間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●学部の特色，長所となる国際化プ
ログラムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜課程共通＞
海外大学との研究科間協定
・ 2015年度 デューク大学 協定更新
・ 2015年度 中央財経大学 協定締結

研究科間協定は存在す
るものの、留学するに
当たっての語学の条件
や大学院修了要件等と
の兼ね合いもあり、必
ずしも有効に活用され
ているとは言えない。

留学を希望する学生に
とってのハードルを低
くすべく、各種支援の
可能性を検討する。

受け入れ拡充のため、
英語科目の拡充を検討
する。また、学部との
連携により、より一層
の国際化を図る。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達
成するために必要となる授業の形態
を明らかにしていること。
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
独自の横断的及び縦断的な研究教育体系に基づいた「総合的社会科
学の追及」という目的を達成するために，講義科目の他，研究導入
科目として演習を段階的に履修するようになっている。

＜博士後期課程＞
卓越した自立性・創造性・革新性を有するオリジナリティにあふれ
る若手研究者の養成を目指すとともに，高次の専門的知識を備え，
グローバルな活動が期待される高度職業人の養成を目指すため，特
殊研究科目を講義として履修することになっている。複数の教員に
よる論文指導や，複数の教員や研究分野の異なる学生が同時に参加
しディスカッションを行うワークショップ型の授業などが試験的に
行われている。
卓越した自立性・創造性・革新性を有するオリジナリティにあふれ
る若手研究者の養成を目指す。

b ●教育課程の編成・実施方針に基づ
き，各授業科目において適切な教育
方法を取っているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
教育課程の編成・実施方針に基づき，演習，講義科目が配置されて
いる。研究者養成コースは外国語文献研究を必修化しており，また
実践的な社会調査（フィールドワーク）を行う科目も多い。さらに
英語による講義科目「特殊講義」もあり，2015年度16科目を開設し
ている。

＜博士後期課程＞
教育課程の編成・実施方針に基づき，演習，講義科目が配置されて
いる。なお，博士後期課程においては複数指導体制も導入してい
る。

学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習
指導（オフィスアワーなど）の工夫
について，また学習状況の実態調査
の実施や学習ポートフォリオの活用
等による学習実態の把握について工
夫しているか。
【約２００字～４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
履修指導は毎年４月ガイダンス時に新入生だけでなく在学生に対し
ても履修登録や要件等について詳細に行っている。また，「修士学
位取得のためのガイドライン」に沿って研究指導教員は履修計画を
精査し，指導学生にあった履修指導を行っている。学生の学習状況
及び研究の進捗状況は「研究計画書」で研究科委員会において組織
的に確認し，各指導教員が行う研究指導の精度を向上させている。

＜博士後期課程＞
履修指導は毎年４月に，新入生だけでなく在学生に対しても履修登
録や要件等について詳細に行っている。学生の学習状況及び研究の
進捗状況は，「博士学位取得のためのガイドライン」に沿って，
「研究論集」「政経学会」「博士学位請求論文研究発表」で研究科
委員会において組織的に確認し，各指導教員が行う研究指導の精度
を向上させている。「政経学会」は，学生が主体となり教員との協
力の下で研究発表を行う場であり，政経研の研究指導の一環として
位置付けられているほか，教員の記念講演などもあり大学院学生が
学会運営を学ぶ場ともなっている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（修士・博士課程）研究指導計画に基づく研究指導・学位論文作成指導

d ◎研究指導計画に基づく研究指導，
学位論文作成指導を行っていること
（修士・博士）。
【４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
研究指導計画書に基づく研究指導は，修士課程においては，通常の
授業での指導に加え，１年修了時に必ず指導教員の承認のもと修士
論文概要書・研究計画書概要書を事務室に提出することになってい
る。また「修士学位取得のためのガイドライン」に沿って指導がな
されている。
留学生を対象とする日本語論文添削指導を実施している。

＜博士後期課程＞
博士後期課程においては「博士学位取得のためのガイドライン」に
沿って指導がなされており，複数指導体制が可能となっている。ま
た「研究論集」と「政経学会」を活用して，学位論文作成に向け，
計画的な研究指導を行っている。

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内
容・方法，1年間の授業計画，成績
評価方法・基準等を明らかにしたシ
ラバスを，統一した書式を用いて作
成し，かつ，学生があらかじめこれ
を知ることができる状態にしている
こと。
【約３００字】

　シラバスは，全研究科統一の様式により，授業の目的，到達目
標，授業内容・方法，１年間の授業計画，成績評価方法・基準等を
明示している。また，シラバスはＷＥＢサイトで閲覧されている。

博士前期課程のシラバ
スの記載内容と様式の
統一については，ほぼ
達成されつつある。

博士後期課程のシラバ
スについては，15回分
の授業内容を書いてい
ない教員が多くいる。

博士前期課程のシラバ
スの記載内容と様式の
統一については100%の
達成を実現する必要が
ある。

研究科委員会等で15回
分の授業内容を書くよ
う教員に働きかける。

博士前期課程のシラバ
スの記載内容と様式の
統一については100%の
達成を実現するよう教
員に働きかける。

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学
修が行われるシラバスとなるよう，
また，シラバスに基づいた授業を展
開するため，明確な責任体制のも
と，恒常的にかつ適切に検証を行
い，改善につなげているか。
【約４００字】

シラバスは「研究科長」を責任者として，各教員に統一書式での執
筆を依頼している。学生の要望等を話し合う「院生協議会との懇談
会」の結果は執行部で検討され，各研究科委員会にフィードバック
され，シラバス検証の機会となっているが，議題には必ずシラバス
について取り上げているわけではなかったので，2015年度では「院
生協議会との懇談会」ではシラバスについても議題として取り上げ
た。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮
し，単位制度の趣旨に沿って単位を
設定していること。（成績基準の明
示，（研究科）修士・博士学位請求
論文の審査体制）
【約２００字】

① 成績評価についてはＧＰＡ制度を導入しており，基準については
便覧に明記している。出席を前提として，課題（レジュメ）の提出
状況（文献・資料の読み方）や発表能力（プレゼンテーション）な
どを観察し，研究の心構えや取り組み方などを総合的に判断してい
る。出席点に加えて，学生の参画度，意欲も成績評価に加味してい
る。
② 論文審査については，課程別に次のとおりである。
＜博士前期課程＞
　修士学位請求論文の評価については，主査１名，副査２名以上を
加えた計3名以上により「修士学位取得のためのガイドライン」に
従って審査を行い，審査している。

＜博士後期課程＞
　博士学位請求論文の評価については，主査１名，副査２名以上を
加えた計３名以上により「博士学位取得のためのガイドライン」に
従って審査を行い，研究科委員会において合否判定の投票を行って
いる。

各教員によって成績評
価の基準が異なる場合
がある。

成績評価について現状
を調べる。

統一的な成績評価基準
づくりについて検討す
る。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図るこ
とを目的とした，組織的な研修・研
究の機会を設けていること。
【約４００字】

○毎年度末，修了予定者に対し，カリキュラム全体に関するアン
ケートを実施しているとともに，授業時に大学院学生からの要望を
確認している。
○院生協議会との懇談会において要望を聞き，検討している。
○授業内容の改善や教育の技術・方法の向上をはかるため、2015年
度はＦＤ委員会を開催した。

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るた
めの責任主体・組織，権限，手続プ
ロセスを適切に機能させ，改善につ
なげているか。
【約４００字】

教育内容・方法等の改善の責任体制・プロセスについて，研究科の
教育研究活動全般にわたる自己点検・評価は「自己点検・評価委員
会」が行っており，その評価結果を受けて，カリキュラムについて
はカリキュラム体制の改善を図る「カリキュラム検討委員会」，入
試制度については入試制度の見直しを図る「入試制度改善委員会」
が協議し，これら検討結果は，「研究科執行部」で検討され原案が
作成された後に，「研究科委員会」にて改善策が決定される。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか
●学位授与にあたって重要な科目
（基礎的・専門的知識を総合的に活
かして学習の最終成果とする科目，
卒業論文や演習科目など）の実施状
況。
●学習成果の「見える化」（アン
ケート，ポートフォリオ等）に留意
しているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
　「学位授与方針」に具体的到達目標を示し，論文指導や政経学
会，『研究論集』を通じて，これら学力の達成度を確認している。
優秀論文については前期課程の学生でも『研究論集』や「政経学
会」で公表されている。2015年度は博士前期・後期課程あわせて
「研究論集」にて24本，「政経学会」にて16本公表されている。期
限内の学位取得は，90％を超え概ね修業年限内の修了が可能であ
る。進路は2％が進学，50％が就職，48％はその他（留学生の帰国
等）であり，教育目標として掲げる人材を輩出している。

●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況
●卒業生の進路実績と教育目標（人
材像）の整合性があるか。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士後期課程＞
　「学位授与方針」に具体的到達目標を示し，規程による学位論文
の審査のプロセスに加え，助手任用時での審査，学会誌への投稿や
学会発表を促す制度の他，「政経学会」，『研究論集』を通じて，
学力の水準を担保している。優秀論文は『研究論集』や「政経学
会」などで公表されている。2015年度は博士前期・後期課程あわせ
て「研究論集」にて24本「政経学会」にて16本公表されている。
「課程博士」の取得は期限内に提出できるよう指導しており，2015
年度の課程博士は７名であった。

c ●学生の自己評価，卒業後の評価
（就職先の評価，卒業生評価）を実
施しているか。
【約４００字～６００字】

学生の自己評価については，博士前期課程・博士後期課程ともに，
毎年度末，修了予定者に対し，授業内容，授業満足度や教材の適正
等カリキュラム全体に関するアンケートを実施している。９割の学
生が「授業に満足している」との回答だった。また，年一回院生協
議会と執行部の意見交換を行っている。なお，政経学会は教員と大
学院学生の共同開催であり，その準備のプロセスでも意見を随時交
換できる。以上のとおり学生の学習成果を測定するための評価指標
に配慮し，適切に成果を測るよう努めている。

b

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履
修要項等によってあらかじめ学生に
明示していること。
◎（研究科）学位授与にあたり論文
の審査を行う場合にあっては，学位
に求める水準を満たす論文であるか
否かを審査する基準（学位論文審査
基準）を，あらかじめ学生に明示す
ること。
【約２００字】

課程別に「学位取得のためのガイドライン」を定め，修了要件の
他，学位請求までのプロセス，論文に求められる要件（「論文審査
基準」），学位審査の概要（審査・合否判定プロセス）等を明示し
ており，大学院シラバス，ＷＥＢサイトで公開し，あらかじめ学生
に明示している。

b ●学位授与にあたり，明確な責任体
制のもと，明文化された手続きに
従って，学位を授与しているか。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
修士学位論文の審査は主査１名と論文テーマに近い分野の副査２
名，計３名が論文を審査し，３名の修士学位論文の審査は主査１名
と副査２名が論文を審査し，３名の平均評定70点以上を合格として
いる。また，専修コースの大学院学生は修士論文に代わる「研究報
告書」を提出するが，この審査も水準の適切性を確保するため，修
士学位論文の審査に準じる。これらの結果は，「研究科委員会」に
て審議される。

＜博士後期課程＞
博士学位論文については，論文受理に先立ち政治経済学研究会主催
の「研究発表会」での口頭報告が義務づけられている。受理された
論文の審査には研究科委員会で選出された主査１名と副査２名以
上，計３名以上が論文審査と口頭試問を経た後に，審査委員による
審査報告が研究科委員会において書面でなされる。その後，一定の
業績開示期間を経て，研究科委員会での投票によって合否を判定
し，この結果を大学院委員会で最終的に審議する。この一連の手続
きは院生にも周知している。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）

「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示
＜博士前期課程＞
　博士後期課程との一貫教育により国際的にも通用できる若手研究
者の養成を目指す研究者コースと、グローバルに活躍できる高い判
断力を備えた高度職業人の育成を目指す高度職業人コースの２つの
コースを有している。入学者の受入れ方針は次のとおり定めてお
り，その公表については「学生募集要項」及び大学ＷＥＢサイトに
おいて公開し，受験生を含む社会に幅広く公表している。主に次の
ような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れる。
① 政治，社会，経済のいずれかの一般的ならびに専門的素養を持
ち，明確な問題意識を持つ者
② 外国語文献にも取り組む向学心を持ち，粘り強く研究を続ける意
欲を持つ者。
　また，入学するにあたり，修得しておくべき知識等の内容・水準
として，次の３点を定めている。
① 政治学，社会学，経済学，またそれらの関連領域において，一般
的素養を持ち，研究対象について分析・考察を進めるための基礎的
能力を修得していること。
② 他者の意見を尊重しながら，自分の考えを明確化するために議論
できるようなコミュニケーション力を備えていること。
③ グローバル化が進展する現代社会に対応する能力を備え，幅広い
視野と優れた外国語能力を修得していること。

＜博士後期課程＞
　入学者の受入れ方針において，求める学生像として次の２点を定
めている。
① 政治，社会，経済のいずれかにおいて十分な専門的知識を持ち，
博士論文作成に向けた強い意志を持つ者
② 外国語文献を十分に読解する能力を持ち，自立した研究者になり
たいという旺盛な意欲を持つ者。
　また，入学するにあたり，修得しておくべき知識等の内容・水準
として，次の２点を定めている。
① 政治学，社会学，経済学，またそれらの関連領域において，十分
な専門的素養を持ち，自分の専門に関する研究を推進できる能力を
修得していること。
② 学術，研究の高度化とグローバル化が進展する現代社会に対応で
きるような幅広い視野，分析手法，優れた外国語能力を修得し，自
分の専門分野に生かす力を修得していること。

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価

◎理念・目的，教育目標を踏ま
え，求める学生像や，修得してお
くべき知識等の内容・水準等を明
らかにした学生の受け入れ方針
を，学部・研究科ごとに定めてい
ること。
◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等
によって，学生の受け入れ方針
を，受験生を含む社会一般に公表
していること。
【約４００字】

a

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜
の実施方法は整合性が取れている
か。（公正かつ適切に入学者選抜を
行っているか。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
　多様な受験生に対応した適切な入学者選抜試験制度を設けてい
る。具体的には，「学内選考入学試験」「一般入学試験」「外国人
留学生入学試験」「社会人特別入学試験」及び「飛び入学試験」の
５種類の入学試験を実施している。

＜博士後期課程＞
　「一般入学試験」「外国人留学生入学試験」を実施している。
（本研究科博士前期課程研究者養成コース修了（予定）者について
は専門科目試験を免除。）

＜両課程共通＞
　外国人留学生については，一般入学試験との合格基準点を変える
等，柔軟に対応し，社会人特別入学試験においても，筆記試験科目
数を一般入学試験に比べ少なくするなど，社会人に配慮した入学試
験を行い，職業人だけでなく，主婦・退職者等も受験しやすい科目
数にしている。

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎部局化された大学院研究科や独立
大学院などにおいて，在籍学生数比
率が1.00である。（修士・博士・専
門職学位課程）
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

※　2016年５月１日現在の数値
＜博士前期課程＞
収容定員120名に対し，在籍学生数は89名であり，収容定員に対する
在籍学生数比率は0.74である。また，専攻別にみると，政治学専攻
は収容定員が50名に対し，在籍学生数は41名であり，収容定員に対
する在籍学生数比率は0.8である。経済学専攻は収容定員が70名に対
し，在籍学生数は48名であり，収容定員に対する在籍学生数比率は
0.69である。

＜博士後期課程＞
収容定員36名に対し，在籍学生数は26名であり，収容定員に対する
在籍学生数比率は0.72である。また，専攻別にみると，政治学専攻
は収容定員が15名に対し，在籍学生数は19名であり，収容定員に対
する在籍学生数比率は1.27である。経済学専攻は収容定員が21名に
対し，在籍学生数は7名であり，収容定員に対する在籍学生数比率は
0.33である。

＜博士前期課程＞
２コースを設置するこ
とで，研究者を目指す
学生のみならず，高度
職業人を志望する学生
にも門戸を開き，多様
な学生を受け入れてい
る。留学生と社会人を
対象にしたそれぞれの
特別入試制度も同様の
効果を上げている。

＜博士後期課程＞
アドミッションポリ
シーを具体化するよう
な高い選抜基準を設け
ることで，博士学位請
求論文作成にふさわし
い資質と意欲を備えた
学生を確保している。

＜博士前期課程＞
入試選抜方法が異なる
学生が授業に混在する
ことから，個々の学生
に対応した授業を展開
しづらくなっている。
特に日本語能力が不十
分な留学生への対応に
苦慮している。

＜博士後期課程＞
課程博士の学位請求論
文提出までには，研究
科が定めたいくつかの
要件をクリアする必要
がある。そのため，標
準修業年限ではそれら
をクリアできずに，博
士学位請求論文未提出
のまま在籍が長期化
し，在籍期間が満了し
てしまう場合もある。

＜博士前期課程＞
留学生や高度職業人
コースの学生でも専門
知識が不十分な学生
は，指導教員の学部の
授業を受講させて，他
の学生とのギャップ解
消を図っている。

＜博士後期課程＞
在籍学生の状況を把握
して，助手制度の活用
などのサポートの充実
を通じて，学位の取得
を促進する。在籍が長
期化している学生（例
えば5年以上）につい
ては，指導教員と執行
部が当該学生について
の情報を共有する。

＜博士後期課程＞
　在籍が長期化してい
る学生（例えば５年以
上）については，指導
教員と執行部で面談等
をして，当該学生のそ
れまでの業績を確認
し，その上で，当該学
生に学位請求論文の作
成に向けてのスケ
ジュール観を意識させ
る。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

　定員に対する在籍学生数の未充足に対応して，2015年度入試から
博士前期課程学内選考入学試験の回数を従来の秋期１回から秋期と
春期の２回に増やした。
　また，年２回進学説明会を実施し，周知方法はＷＥＢサイトのみ
ではなく，基盤学部の学生や他大学にチラシを配布したり，教員が
学部で担当しているゼミナールに所属する学生に大学院の紹介をし
たりすることにより，学部学生が大学院進学への興味を抱くきっか
けを提供している。

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証する
に当たり，責任主体・組織，権限，
手続きを明確にしているか。また，
その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につなげているか。
【４００字】

　入学者の受入れ方針については，研究科執行部が現行方針の妥当
性を随時確認し，変更箇所が生じた場合には，研究科委員会に諮っ
て所要の措置を講じている。また，研究科執行部において，入学者
選抜方法の適切性を定期的に検証している。入試制度については，
入試制度改善委員会と執行部が連携をとり適宜検討し，必要な変更
を行い，その結果を学生募集要項へ反映させている。
 2015年度においては，入試制度改善委員会が博士後期課程入学試験
の試験科目の見直しを検討した。その結果，本研究科博士前期課程
研究者養成コース及び研究者コース修了（予定）者については面接
試問のみとし，それ以外の受験者には外国語試験と面接試問を課す
ことが提案され，研究科委員会で承認された。2017年度入学試験か
らこの新たな試験制度が適用される。

依然として定員割れで
あることに変わりはな
く，入学者の学力レベ
ルを下げずに，志願者
を増やすという矛盾す
る課題に，他の大学院
の事例も参照しながら
知恵を絞っていかなけ
ればならない。

入試科目を不断に見直
し，受験生にとって魅
力のある，研究科に
とっては優秀な学生を
確保できる科目構成を
今後も考えていく。

大学院のニーズを念頭
に置き，他大の動きを
視野に入れつつ改善を
図る。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

本研究科の学生支援に関する方針は，「学長方針」に従い，「年度
計画書」における「学生支援」の項目において，(1)キャリア・サ
ポート制の強化(2)留学生支援(3)奨学金制度の充実について示し，
教職員で共有している。

　大学院生のメンタルヘルスケアについては，学生相談室との連携
が図られている。
  学生の学籍異動（留籍・休学・退学）については，執行部にて管
理し研究科委員会に諮り，周知している。
　＜2015年度＞
　留籍者：26名
　休学者：14名（春学期・秋学期あわせて）
　退学者：４名

  資料の収集方法、文
献の探し方、また
フィールドワークを含
む調査研究のやり方に
ついては、通常の講義
ではなく合宿方式でそ
の点に特化した研究を
行うことに大きな効果
がある。また、大学院
生の自治組織である院
生協議会を通じて、大
学院生と教員スタッフ
間での意見交換が行わ
れている。それを通じ
て、大学院生と教員ス
タッフとのコミュニ
ケーションが図られ、
院生の研究環境の現
状・要望について理解
を深めている。

  留学生については、
日本語指導、生活上の
不便や経済問題など、
日本人学生より多くの
ケアが必要な場面が多
い。指導教員に負担が
集中しないよう分担を
進める必要がある。

  資料・文献の探し方
など、研究分野の違い
をまたいで共通する方
法に特化した合宿研修
を引き続き行う。それ
を通じて院生のスキル
アップに努める。ま
た、大学院生の研究
上・生活上のニーズを
拾い上げるための意見
交換の場を引き続き設
定する。

  留学生の論文指導に
関しては、指導教員に
負担が集中しないよう
に制度の活用を行う。
チューター制度の利用
による日本語の添削指
導や、英文校閲制度の
利用を推進する。生活
上の問題については、
国際教育事務室および
学生相談室との連携に
より、留学生の相談に
のり、支援を行う。

留学生支援に関して
は、その数の増大に見
合った体制を全学規模
で構築しなければなら
ない。また、日本語指
導については、論文の
内容指導とある程度切
り離し、日本語添削を
行えるような制度化が
なされるべきである。

障がい学生に対する取り組みについては、全学的な制度で対応して
いる。

　 フィールドワークと資料収集のための研修合宿を山中セミナーハ
ウスで行い，留学生を含む博士前期課程1年生が多く参加し，教員・
学生同士の幅広い交流を行った。
　参加者11名（教員３名，外部１名，学生７名）

  留学生については、
日本語指導、生活上の
不便や経済問題など、
日本人学生より多くの
ケアが必要な場面が多
い。指導教員に負担が
集中しないよう分担を
進める必要がある。

  留学生の論文指導に
関しては、指導教員に
負担が集中しないよう
に制度の活用を行う。
チューター制度の利用
による日本語の添削指
導や、英文校閲制度の
利用を推進する。生活
上の問題については、
国際教育事務室および
学生相談室との連携に
より、留学生の相談に
のり、支援を行う。

留学生支援に関して
は、その数の増大に見
合った体制を全学規模
で構築しなければなら
ない。また、日本語指
導については、論文の
内容指導とある程度切
り離し、日本語添削を
行えるような制度化が
なされるべきである。

  カリキュラム改革によるコースの目的の明確化や名称の変更など
に伴い，カリキュラム検討委員会における議論を踏まえ，様々な修
学支援を明示したコースガイドを図示しガイドブックに掲載した。
　院生協議会と研究科執行部の懇談会を毎年開催し，学生からの要
望を吸い上げている。（2016年３月１日）

改善を要する点
F列の現状から記述

b ●方針に沿って，修学支援のための
仕組みや組織体制を整備し，適切に
運用しているか。
　○留年者，休退学者の状況把握と
対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●進路支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

本研究科の学生支援に関する方針は，「学長方針」に従い，「年度
計画書」における「学生支援」の項目において，(1)キャリア・サ
ポート制の強化(2)留学生支援(3)奨学金制度の充実について示し，
教職員で共有している。

　本研究科独自に「キャリア・サポート委員会」を設置している。
当委員会は，全学的組織である就職・キャリア形成支援事務室との
連携をとりつつも，独自に就職支援講座を開催するなど，企業や官
庁が求める人材像について学生への周知に努めている。

その取組みとして，2015年11月９日（月）に大学院生のための就職
支援セミナーを実施した。

 修了生との交流の場
を設定する。

b ◎学生の進路選択に関わるガイダン
スを実施するほか，キャリアセン
ター等の設置，キャリア形成支援教
育の実施等，組織的・体系的な指
導・助言に必要な体制を整備してい
ること。
【約４００字～８００字】

　本研究科は独自に大
学院生向けの就職支援
セミナーを開催してい
る。本研究科には複数
のコースがあり、卒業
後の進路もさまざまん
である。そのためそれ
ぞれの大学院生の進路
希望に応じたニーズを
くみ上げる独自の支援
が有効である。

　博士後期課程に進学
した大学院生のキャリ
ア、その後の進路に関
して、多様な可能性が
示されていない。

　変化する社会情勢に
応じたキャリア支援の
あり方を考えるため
に、キャリア・サポー
ト委員会を中心に、大
学院生のキャリア形成
へのニーズをさらにき
め細かく把握し、それ
に応えていく。

　本研究科の修了生・
卒業生のその後のキャ
リアについて情報を提
供し、また修了生との
直接の交流やキャリア
形成に関する情報交換
を検討する。



 2015年度 政治経済学研究科 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施
し，公表していること。
【約４００字】

　自己点検・評価活動は大学院学則第２条の２に基づく活動であ
り，毎年，自己点検・評価全学委員会による基本方針に従い，自己
点検・評価を行っている。またそれらの点検・評価活動の後，「学
長方針」に基づき「年度計画」を作成している。2015年度は研究科
内の自己点検・評価委員会を年1回開催し,各委員で執筆を分担し
「2014年度自己点検・評価報告書」を作成した。同報告書は，2015
年11月10日開催の研究科委員会に付し，その後全学の手続きを経
て，明治大学ホームページで公開している。

[評価に関する委員会等の設置]
（名称，メンバー，2015年度開催回数）
(1)自己点検・評価委員会 委員４名，オブザーバー：研究科執行部
４名（研究科長，大学院委員，各専攻主任），計８名　年１回開催
なお，自己点検・評価委員会委員は政治学専攻２名，経済学専攻２
名により構成されている。

毎年、自己点検・評価
委員と執行部で分担し
て自己点検・評価活動
を行うという活動が定
着している。

手続きが形式的になら
ないように、資料を工
夫するなどして研究科
委員会などでもう少し
時間をかけて報告すべ
きである。

 （２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確に
していること。
●内部質保証をつかさどる諸組織
（評価結果を改善）を整備している
こと
【８００字～１０００字程度】

　本研究科の内部質保証の基本方針は，「教育・研究に関する長中
期計画書」(212頁)「10 内部質保証」において掲載している。
「年度計画書」の作成にあたり，自己点検・評価報告書の「発展計
画」を参考にしている。
　また，「学長方針」には，前回の自己点検・評価報告書について
の全学委員会のコメントや評価委員会の評価が反映されており，Ｐ
ＤＣＡサイクルが整備されている。
　研究科内に設置されているカリキュラム検討委員会や入試制度改
善委員会等各種委員会では，現状をより具体的に把握し，有効な改
善策を策定するため，課題を分担して活動している。

院生協議会との懇談会
を年一回行っており、
そこで課題を検討して
いる。

春学期末と年度末に執
行部で課題の整理と検
討を行う際に、自己点
検・評価での基準や項
目に合わせるようにし
たが、まだ改善プロセ
スは十分に連動してい
ない。
卒業予定者へのアン
ケートが十分に活用さ
れていない。

毎年行われている院生
協議会との懇談会での
課題について、研究科
全体で共有すべきであ
る。

春学期末と年度末に執
行部で課題の整理と検
討を行う際に、自己点
検・評価での課題を生
かせるような工夫を検
討する.
卒業予定者へのアン
ケートについて、利用
方法も含めた改善を大
学院全体と情報を共有
しつつ検討する。

自己点検・評価の項目
に基づきながらわかり
やすく課題をチェック
するような様式を活用
する。
学外者の意見を取り入
れるため、卒業予定者
へのアンケート以外に
ついても、大学院全体
と情報を共有しつつ検
討する。

●自己点検・評価の結果が改革・改
善につながっていること
●文部科学省や認証評価機関からの
指摘事項に対応していること

　前回認証評価時の助言・指摘事項や自己点検・評価　評価委員か
らの指摘事項については，2011年度より第２期「改善アクションプ
ラン」を，「国際化」，「ＦＤ」等について３件策定し，改善指標
を定めて進捗管理を行っていた。
なお，2015年度の大学基準協会の外部評価などに基づく第３期「改
善アクションプラン」については、研究科としては対象とはならな
かったが、大学院全体のアクションプランについて、たとえば「学
位審査基準」の改訂などのように、今後も対応していく。

●学外者の意見を取り入れているこ
と

政治経済学研究科では，学外者の意見を取り入れる場は設けていな
い。

a

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述
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